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1.現在の計画と
計画の見直し（改定）について
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1.現在の計画と計画の見直し（改定）について

3

１．「立川市いのち支える自殺総合対策計画」（令和２（2020）年３月）について
平成 28（2016）年に自殺対策基本法の改正に基づき、国の「自殺総合対策大綱」及び都道府県の自殺対策計

画並びに地域の実情を勘案して自殺対策計画を定めることが義務付けられたことから、本市でも、令和２

（2020）年３月に「立川市いのち支える自殺総合対策計画」を策定し、令和２（2020）年度から令和６

（2024）年度までの５年間を計画期間として事業を実施しています。

２．計画の見直し（改定）について
国の自殺総合対策大綱はおおむね５年を目途に見直しが行われています。また、自殺対策基本法第13条第１

項において、都道府県は自殺総合対策大綱及び地域の実情を勘案して計画を定めるものとすることが、また同条

第２項においては、市町村は自殺総合対策大綱及び都道府県自殺対策計画並びに地域の実情を勘案して計画を定

めるものとすることが規定されています。そのため、地域自殺対策計画もおおむね５年を目途に見直すことが望

まれます。

以上のことから、次期「立川市第２次いのち支える自殺総合対策計画」は、「自殺対基本法」第 13 条 2 項

に基づく「市町村自殺対策計画」として、国の定める「自殺対策大綱」（令和4（2022）年10月14日閣議決

定）、「東京都自殺総合対策計画」（令和５（2023）年３月）並びに「立川市第５次長期総合計画」に関係す

る他の計画と整合性を図り対策を進めていくこととし、計画期間は令和７（2025）年度から令和11（2029）

年度となります。



2.これまでの自殺対策の取組と評価
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2.これまでの自殺対策の取組と評価
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●これまで市は、庁内関係部署の連携の下、第１次計画を策定し、

自殺対策の取組を行ってきました。

第１次計画において定めた取組の全体目標と成果指標について、

令和5年度現在の評価は次のとおりです。



2.これまでの自殺対策の取組と評価-1.全体目標
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【1.全体目標】

〜誰も自殺に追い込まれることのない立川市の実現〜

自殺死亡率（人口10万人対） 自殺者数

平成27（2015）年
基準

令和8（2026）年
目標

令和5（2023）年
実績

平成27（2015）年基準
令和8（2026）年

目標
令和5（2023）年

実績

25.7 18.0以下
（基準から30%減） 14.6 46人 32人以下

（基準から30%減） 27人

※国・都とも、基準年を平成27（2015）年とし、令和8（2026）年までに30％減
少を目標としており、立川市も同じ基準としている。



2.これまでの自殺対策の取組と評価-2.成果指標-(1)基本施策
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費用項目

【2.成果指標】【(1)基本施策】
施策 成果指標 平成30（2018）年

実績値
令和6（2024）年

目標値
令和5（2023）年

現在値

基本１
立川市いのち支える自殺総合対策推進本部の開催 年2回 年2回 年2回
立川市いのち支える自殺総合対策連絡協議会の開催 新規 年1回 年2回

基本２

ゲートキーパー養成者数 65人 365人以上 359人

➀「あなたは、ゲートキーパーについて知っていますか。」(以下⑤まで、
出典:令和５年度立川市⺠の健康づくりに関する意識調査)

「内容を知ってい
る」「言葉として
は知っている」

16.0％
40.0%以上 21.3％

基本３ ②「専門家に相談することが必要だと感じた時に適切な相談窓口をみつけ
ることができましたか。」 「できた」49.4％ 69.0%以上 77.8％

基本４

③「あなたはご近所とのお付き合いはどの程度していますか。」
「特に近所付き合
いはしていない」

9.9％
5.0%以下 14.6％

➃「あなたはふだん、どのような地域の活動や集まりに参加しています
か。」

「特に参加してい
ない」52.9％ 33.0%以下 62.7％

⑤「毎日の生活の中で気軽に相談できる人がいますか。」 「いる」73.0％ 80.0%以上 73.8％

基本５

➀自分の「子どもの権利」は尊重されている(大切にされている)と思いま
すか。(以下③まで、出典:令和５年度夢育て・たちかわ子ども21 プラン市
⺠意向調査)

「尊重されてい
る」「ある程度尊
重されている」

57.9%
70.0%以上 ※9月議会で

報告予定

②悩みや困っていることがあるときに、誰に相談しますか。 「相談する人がい
ない」4.5% 2.0%以下 ※9月議会で

報告予定

③自分で「自分のことが好きだ」と思いますか。
「そう思う」「ま

あそう思う」
65.2%

70.0%以上 ※9月議会で
報告予定



2.これまでの自殺対策の取組と評価-2.成果指標-(2)重点施策

8

費用項目

【(2)重点施策】
施策 成果指標 平成30（2018）年

実績値
令和6（2024）年

目標値
令和5（2023）年

実績値

重点１

地域の総合相談窓口として包括的な高齢者支援（地域包括支援センター、
福祉相談支援センターによる相談件数） 22,383件 25,000 件 26,621件

①あなたのお住まいの地域では、地域の福祉活動等により、助けあい・支
えあいができていると思いますか。(出典:令和５年度（令和４年度実績）市政に関するアン
ケート)

「思う」「どちら
かといえば思う」

49.0％
60.0% 45.7％

重点２

「あなたはふだん、休養と睡眠は十分とれていますか。」(出典:令和５年度
立川市⺠の健康づくりに関する意識調査)

「どちらもとれて
いない」

16.2%
10.0%以下 17.8％

自立相談支援事業の新規相談件数 560 件 500 件以上 851件
生活保護制度から自立した世帯数 91 世帯 95世帯 83世帯

重点３
完全失業者 平成27 年（国勢調査）

3,326 人
3,000 人以下 令和2年（国勢調査）

3,231人

子ども・若者自立支援ネットワーク事業 ネットワーク間でつな
がった数 67 件 80 件 142件

重点４

➀あなたは、立川市は安心して子どもを産み育てることができるまちであ
ると思いますか。(出典:令和５年度（令和４年度実績）市政に関するアンケ
ート)

「思う」「どちら
かといえば思う」

77.6%
80.0% 83.0％

「妊婦サポート面接」実施率 41.1% 100% 87.6％

こんにちは赤ちゃん訪問率 96.8% 98.0% 99.5％



2.これまでの自殺対策の取組と評価-3.評価の概要
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費用項目

3.評価の概要
第1次計画では、基本理念として「誰も自殺に追い込まれる

ことのない立川市の実現」を掲げ、５つの基本方針、４つの基
本施策、４つの重点施策の下、「生きる支援の関連施策」を実
施してきました。

全体数値目標の人口10万人に対する自殺数（自殺死亡率）と
自殺者数については、令和5年度実績では令和8年度の目標値を
下回っています。

また、成果指標としての基本施策および重点施策においては、
達成できる見込みのものと未達成になる見込みのものがありま
す。

第2次計画改定にあたりましては、国の大綱と都の計画を踏
まえ、全体数値目標の再検討を行い、それぞれの施策につきま
しても継続や見直し、新規設置等、個別に検討していきます。



3.計画の概要（案）
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自殺対策の数値目標

3.計画の概要（改定案）
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※国・都とも、基準年を平成27（2015）年とし、令和8（2026）年までに
30％減少を目標としており、立川市も第1次計画では同じ基準としていま
す。なお、国と都は現大綱・及び現計画においても、引き続き同じ目標を
掲げており、具体的な目標値は、国 自殺死亡率 13.0以下

都 自殺死亡率 12.2以下 です。
立川市においては、令和5年現在で既に平成27年度から30％減少の目標は
達成していますが、基準年である平成27年の自殺死亡率が高いこともあり、
次期計画の数値目標については、あらためて検討したいと考えています。
参考としまして、次の例を挙げます。



第2次計画における自殺対策の数値目標（例）

3.計画の概要（改定案）
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※ 例１
自殺死亡率の当初目標は、令和8年度までに自殺死亡率を
30％減少することであり、第2次計画期間内に含まれるため、
第1次計画と同じく、
○10万人あたり自殺死亡率 32人以下 とする

※ 例２
第1次計画の目標はすでに達成していることから、国（または都）の
目標に準じ、
○ 10万人あたり自殺死亡率 13人（または12.2）以下 とする

※ 例３
減少率の基準年を平成27（2015）年度だけではなく、
平成27年から令和元（2019）年までの５年間平均（ 20.2人）とし、
○10万人あたり自殺死亡率 14.1人以下 とする



3.計画の概要（改定案）
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１．基本理念

２．基本方針

３．基本施策

４．重点施策



「誰も自殺に追い込まれることのない立川市の実現」（仮）

3.計画の概要（改定案）-1.基本理念
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3.計画の概要（改定案）-2.基本方針
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（１）生きるための包括的な支援
（２）関連施策との有機的な連携を強化
（３）対応の段階に応じたレベルごとの対策の効果的な連動
（４）実践と啓発を両輪とした推進
（５）関係者の役割を明確化し、その連携・協働を推進



国の「自殺総合対策大綱」では「子ども・若者の 自殺 対策の更なる推進・強化」
「女性に対する支援の強化」「地域自殺対策の 取組 強化」「総合的な自殺対策の
更なる推進」がポイントとされています。

3.計画の概要（改定案）-3.基本施策
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（１）地域におけるネットワークの強化
（２）自殺対策を支える人材の育成
（３）市⺠への啓発と周知
（４）生きることの促進要因への支援
（５）児童・生徒のSOSの出し方に関する教育の推進



3.計画の概要（改定案）-3.基本施策-(1)地域におけるネットワークの強化
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【基本施策１】地域におけるネットワークの強化

•庁内ネットワークの強化
•関係機関との連絡強化
•特定の問題に対する連携・ネットワーク強化
•地域の関係者のネットワークの構築・強化



3.計画の概要（改定案）-3.基本施策-(2)自殺対策を支える人材の育成
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【基本施策２】自殺対策を支える人材の育成

•ゲートキーパー養成講座の開催
•こころの健康教育
•立川市接遇マニュアルに特記
•自殺対策従事者への心のケア
•家族・知人、ゲートキーパー等を含めた
支援者への支援



3.計画の概要（改定案）-3.基本施策-(3)市⺠への啓発と周知
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【基本施策３】市⺠への啓発と周知

•リーフレット等の啓発グッズの作成と配布
•自殺予防週間や自殺対策強化月間（9月と3月）に
おけるキャンペーンの実施
•自殺や自殺関連事象等に関する正しい知識の普及、
うつ病等についての普及啓発



3.計画の概要（改定案）-3.基本施策-(4)生きることの促進要因への支援
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【基本施策４】生きることの促進要因への支援

•居場所づくり活動
•相談事業
•自殺未遂者への支援
•残された人への支援
•相談窓口情報等のわかりやすい発信
•ICTの活用



3.計画の概要（改定案）-3.基本施策-(5)児童・生徒のSOSの出し方に関する
教育の推進
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【基本施策５】児童・生徒のSOSの出し方に関する教育の推進

•児童・生徒のSOSの出し方教育の実施
•教職員への研修
•児童・生徒が悩みや不安を相談でき、
支援する体制の構築
•精神疾患への正しい理解や適切な対応の推進



国の「自殺総合対策大綱」では「子ども・若者の 自殺 対策の更なる推進・強化」「女性に対する支援の
強化」「地域自殺対策の 取組 強化」「総合的な自殺対策の更なる推進」がポイントとされており、特に
「女性に対する支援の強化」は当面の重点施策に位置付けられています。立川市でも女性の自殺が増加
している傾向が見られますので、重点施策に位置付けることとします。

3.計画の概要（改定案）-4.重点施策
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（１）高齢者への支援
（２）生活困窮者への支援
（３）無職者・失業者への支援
（４）妊産婦への支援 → 女性の自殺対策の更なる推進



3.計画の概要（改定案）-4.重点施策-(1)高齢者への支援
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【重点施策１】高齢者への支援

•高齢者向けの支援に関する啓発の推進
•支援者の「気づき」の力を高める取組
（ゲートキーパー養成講座の実施や受講の推奨等）
•高齢者が生きがいと役割を実感できる地域づくりの推進
（地域における高齢者向け「居場所活動」の推進）
•高齢者自身や高齢者を支援する家族等への支援の提供



3.計画の概要（改定案）-4.重点施策-(2)生活困窮者への支援
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【重点施策２】生活困窮者への支援

•生活困窮に陥った人への
「生きることの包括的な支援」の強化
•支援につながっていない人を

早期に支援へとつなぐための取組
•様々な分野の関係機関が連携・協議する基盤の整備
•



3.計画の概要（改定案）-4.重点施策-(3)無職者・失業者への支援
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【重点施策３】無職者・失業者への支援

•失業等に関する相談支援の充実
•若者の社会的自立・職業的自立へ向けた支援体制の強化
•



3.計画の概要（改定案）-4.重点施策-(4)妊産婦への支援
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【重点施策４】妊産婦への支援 → 女性の自殺対策の更なる推進

•支援の「気づき」の力を高める取組
•支援につながっていない人を

早期に支援へとつなぐための取組
•気軽に相談ができるような環境づくりや支援の充実
•（女性の自殺対策に関する取り組み等を追加）
•



4.厚生労働省「自殺総合対策大綱」のポイント
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4.厚生労働省「自殺総合対策大綱」のポイント
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4.厚生労働省「自殺総合対策大綱」のポイント
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4.厚生労働省「自殺総合対策大綱」のポイント
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4.厚生労働省「自殺総合対策大綱」のポイント
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5.東京都自殺総合対策計画〜こころといのちのサポートプラン〜（第2次の概要）
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